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多良間村は、たらまピンダ（山羊）を中核に「多良間ブランド」と位置づけた地域資源の有効活用を図り、地域活性

化に向けた取り組みを展開しようとしている。しかし、畜産業としての山羊の位置付けは低く、関連する制度資金の融

資も受けられない現状である。また、沖縄の山羊は肉用、乳用とも改良が進んでいないため収益`性が低く、製品の販路

の確立がなされていない等、山羊を取り巻く環境は厳しい。

一方、花粉症やアトピー性皮膚炎に悩む現代人は多い。また、登校拒否や引きこもりの子ども達も多い。山羊乳はア

レルギー反応を示す人が少ないといわれており、アトピーの子ども達にも飲用され注目されている。島には杉の木がな

いので花粉症の心配はない。山羊はおとなしく、触れ合うことによって人に癒しを与えてくれる。居場所のない子ども

達や花粉症に悩む人たちにとって癒しの島になる。山羊乳からはアイスクリーム、ヨーグルト、チーズ、石鹸等を加工

することができる。これらは島の特産品となり、土産品となるとともに体験滞在型観光の学習カリキュラムとして活用

できる。また、多良間村は国の重要無形文化財に指定されている「八月踊り」や「多良間シュンカニ」を中心とした民

俗・芸能の宝庫であり、肉用牛やサトウキビ等の農業、周囲を海に囲まれた漁業の島である。これらの芸能や産業も、

体験滞在型観光の学習カリキュラムとして活用できる。

このように山羊単独での島興しは困難であるが、癒しの島としての観光・リゾート、他の耕種農業や漁業とリンクさ

せることにより、新しい産業を生み出す可能性を秘めている。

キーワード：ピンダ（山羊)、多良間ブランド、島興し

計画に参画せず、自立する道を選択した。ピンダとは

多良間村の方言で山羊のことを意味する。現在、村内

には800頭余の山羊が飼育されているが、そのほとんど

は島内消費で、製品化や産業化が図られていないのが

現状である。沖縄県民は山羊肉に対する嗜好`性が高く、

各地で「山羊料理専門店」の看板を見かける。このよ

うな旺盛な需要に応えるため年間７千頭余（昭和62年）

の山羊を本土から導入した時期もあり、さらには年平

均約120屯(平成11年～14年）の山羊枝肉がオーストラ

１．はじめに

多良間村は宮古島と石垣島のほぼ中間に位置し、

東西58km、南北44km、周囲約26.2kmの楕円形をした多

良間島と、その北西約10kmにある周囲6.5kmの水納島の

二つの島から成り立っている。平成の大合併で宮古圏

域の、平良市、城辺町、下地町、伊良部町及び上野村

のｌ市、３町、ｌ村が合併し、2006年１月１日に宮古

島市として出発した。

しかし、宮古島の離島である多良間村は、この合併
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利用策について概要を述べる。リアから輸入されている。これを枝肉重量50kg／１頭

に換算すると約２千400頭となる。地場産品は食の安

全・安心という観点から多良間産山羊(たらまピンダ）

のブランド化のポテンシャルは高いといえる。多良間

村内の山羊の飼養実績は昭和51年～６１年の10年間の平

均は約２千290頭／年となっており、山羊の飼育農家戸

数は平均で214戸となっている。

一方、山羊乳は牛乳に比べて脂肪球が小きいため消

化吸収がよく、牛乳アレルギーの人にも利用されてい

る。また近年、ダイエットにも有効性が認められ性目

されている。県内でも数年前から宮崎県、長野県、ニ

ュージーランドから乳用山羊を導入し、山羊乳、ヨー

グルト、チーズ、石鹸等を生産し全国的にも注目きれ

ている農家が中城村にいる。

多良間村は2006年１月27日、村内の山羊を活用して、

自立と活性化を目指す「たらまピンダ島興し事業検討

委員会」を発足させた。これは２００５年度離島地域資源

活用・産業育成事業の助成を得て、２年継続して実施

するものである。計画によれば、先進地視察、山羊乳

を原料としたチーズやヨーグルト等の乳製品の試作品

作り、マーケッティング調査等を行い、多良間ブラン

ド確立へ向けて具体的な取り組みに入る予定となって

いる。

沖縄県は多くの島蝋を抱えているが、いずれの島々

も有効な振興策はなく、新たな振興策を展開するとこ

ろまでは至っていない。このような中にあって、多良

間村は山羊を活用し、独自に活路を切り開こうとする

注目すべき計画を示した。

そこで本稿では、多良間村の「たらまピンダ島興し

事業」の取り組みについて、その展望と課題について

検討を加えてみたい。

２．１．たらまピンダ島興し事業導入の経緯

多良間村民が永年待ち望んだ新多良間空港が、２００３

年10月に開通した。このことを前提として2003年９月、

旧多良間空港跡地利用計画審議会が提出した「旧多良

間空港跡地利用計画」の中で旧空港跡地利用の方向性

が示された。

これまで、多良間村の振興計画としては、「第三次多

良間村総合計画基本構想」の中で、「夢パテイオ多良間

事業」や「たらまユガプウアイランド計画」があり、

新しい観光・リゾート産業の展開方策が示苫れ推進さ

れてきた。また、「多良間村の振興と空港跡地利用調査

報告書」（1994年度）の中で、「カルチャーアイランド

構想」として観光・交流の展開を目指した土地利用の

ゾーニングが行われてきた。

一方、県が策定した新たな沖縄振興計画（２００３年度

スタート）において、宮古圏域の振興方向としては、

｢農林水産業の振興｣、「観光・リゾート産業の振興」に

より、地域の活性化を図る、となっている。これらの

ことをふまえて宮古支庁は旧空港跡地利用計画として

「山羊の加工場」や「優良牛を増やすための受精卵移植

室」等の設置を含む開発計画が島の活性化につながる

と提案している。

このように、以前から多良間村の旧空港跡地を利用

した様々な島興しの計画があったが、2003年９月に提

出された｢旧多良間空港跡地利用計画」の中で、具体的

な山羊牧場や特産品の開発のための「山羊の加工場」

（肉・チーズ・山羊乳製品）設置の文言を見い出すこと

ができるとともに基幹産業である肉用牛や観光.リゾー

ト産業とをリンクさせた複合的な構想を描いている(1)。

２．２．「旧多良間空港跡地利用計画」（宮古支庁案）

にみる畜産の有利性

多良間島における農業の現状と課題として次のよう

なことをあげ、畑作関係よりも畜産業に適しているこ

とを示唆している。

２．「現多良間空港跡地利用計画」の概要

2003年９月、多良間村は現多良間空港跡地利用審議

会が提出した「現多良間空港跡地利用計画」（以下、新

空港開設後、審議会、表題および計画書の中の現は１日

と記述する）に基づき旧空港の跡地を山羊を活用した
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①農業用水は、ため池等を利用しているが、1998年度

末現在で水源整備率が宮古管内で一番低く21.6％と

なっており、農業用水が不足している状況にある。

②多良間島は台風、潮害、干ばつ等の自然災害を受け

やすい島である。

③畜産においては、肉用牛が目標頭数を突破して飼育

されている。

④多良間島は過疎地域であり、現在も人口の減少は続

いており、島の活性化を図る必要がある。

⑤旧空港周辺は、土層が浅く農業的利用を行う場合に

は大規模な土地改良が必要となり、コストがかかる

ことから農業的利用（畑作関係）には適さない。

さらに畜産振興のための対策として、１日空港建物を

利用して「受精卵移植室」を設置することや特産品開

発のために山羊肉や山羊乳製品の加工場を整備するこ

とをあげている(1)。

②乳用山羊の飼養と加工

１日空港跡地を利活用し、約500頭の乳用山羊（ザー

ネン種・アルパイン種）を導入し、山羊舎で飼養

する。飼料は草地より確保する。

・山羊乳の加工は、ポトリング・ラベリングまで加

工場で行い、定期流通を目指す。

これらの新規産業を実現するためには、生産から流

通まで全体を一元的に管理・運営する仕組みが必要で

あることを述べている。また、多良間島産としての

｢希少性」「安全性」「自然`性」をテーマに野菜、畜産物、

観光について述べられている。その中の畜産について

は、島内の山羊を「多良間ブランド」として本格的に

牧場飼育することとし、飼育にあたっては肉用、乳用

に区別し、それぞれ付加価値を高めた製品として加工

可能な施設の整備をすることとしている(1)。

３．たらまピンダ島興し事業の概要

この事業は2005年度離島地域資源活用・産業育成事

業として県からの助成を得て、2005年度および2006年

度の２年継続事業として実施するものである。先述し

た旧空港跡地を活用した山羊牧場と併せて、村の新た

な観光資源にする方針で、「たらまピンダ」を中核に、

地域資源の有効活用を図り、地域活性化に向けた取り

組みを検討するための事業である。委員は学識経験者、

料理研究家、村会議員、婦人会・青年会代表、行政関

係者等18名で構成されている。この事業を受託してい

るのは沖縄県土地改良事業団体連合会農村整備部（通

称：水土里ネットおきなわ）である(3)。

2005年度事業として、2006年１月27日に第１回検討

委員会が開催され、事業内容や今後のスケジュール等

を確認した。２月には委員のイメージ確立に向けた屠

畜場や体験学習現場視察等を行うと共に那覇市内のホ

テルで多良間産山羊肉を使用した和、洋、中華のバラ

エティーに富んだ35種類の山羊肉料理の試食会が開催

された。３月には地域住民に対し事業の周知を図ろた

めの講演会、新しい山羊料理の試食会等が開催された。

2006年度事業としては、山羊乳加工品の先進地である

２．３．多良間山羊牧場計画の方針

旧多良間空港跡地利用審議会において、旧空港跡地

に導入すべき事業として「山羊牧場」が将来性と実効

性の観点から優位な事業として評価された。従来、肉

用牛を基幹作目として推進してきたが、山羊の飼養を

展開することにより、多良間島の安定的な発展につな

がるものとして期待されている。計画の方針は次のと

おりである。

ア）牧場用地の確保

旧空港跡地を中心に、隣接する村有地および字有

地を借り受け、放牧地および採草地として利活用す

る。

イ）山羊の飼養と加工の推進

①肉用山羊の飼養と加工

、旧空港跡地を利活用し、約900頭の多良間山羊を

放牧する。放牧地は造成・植栽と併せて避難小屋

を設置する。

・加工用の山羊は、多良間全域（水納島を含む）と

する。加工量は７頭／ｌ日当たりを目標とし、定

期流通を目指す。
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施設整備や備品購入等の相当な経費が必要となる。第

２回たらまピンダ島興し事業検討委員会（2006年３月

15日開催）において、導入可能な事業として、①新山

村振興等農林漁業特別対策事業（補助率2/3)、②強い

農業づくり交付金（補助率2/3)、③沖縄特別振興対策

調整費（補助率8/１０・事業主体が県、村により、負担

率は異なる）が挙げられている(3)。効率的な制度資金

の活用方法を研究することが成否を分ける。

北海道や長野県の視察、乳用山羊の導入、山羊乳チー

ズの試作等が予定されている。

４．展望と課題

４．１事業主体

旧多良間空港跡地利用計画の中で、山羊牧場推進の

ための体制について触れられている。それによると、

持続的な地域の活性化を図るためには、村役場、村民、

ＪＡ等の団体により、構成または連携する事業主体の

整備の必要,性をあげている。村民の協力なくしてはな

し得ない島興しであり、相互が納得できる出資額で法

人組織を設立することが重要である。しかし、第三セ

クター事業の多くは、公務員の親方日の丸的発想から

赤字経営を余儀なくされ、行財政改革の対象になって

いることは周知の通りである。この教訓を生かし、島

内外を問わず傑出した人材の確保が強く望まれる。事

業内容として、山羊牧場の管理運営、特産品および士

産品の開発・加工・販売事業、屠畜場・加工センター

の運営、集出荷場の管理運営および販売事業、観光関

連サービス事業の推進、マリンレジャーサービス業、

飲食提供サービス業、有機肥料の生産販売業、公共施

設の管理および公的事業の受託、リネン・クリーニン

グサービス業、一般廃棄物等の中間処理、最終処分場

の管理運営等幅広い事業を展開し、雇用の創出と村の

活性化に資することが目的として掲げられており、山

羊以外にも経営に精通した強力なリーダーシップを持

った人材が必要である。この事業の成否は人材の確保

にかかっているといっても過言ではない。

４．３肉用山羊

事業の進め方として旧多良間空港跡地利用審議会が

村長あて答申しているが、山羊牧場の整備は段階的に

進めることとし、第一段階として山羊肉の加工・販売

を目的に肉用山羊を導入し、村内の肉用山羊について

も広くピーアールすると共に村内での「セリ」が実施

できるよう取り組むとなっている。

続けて、屠畜場および加工センターの建設について

は、肉用山羊が継続してｌ日当たりの加工が５頭以上

の目処が立った時点で検討する、となっている。

栄養面から見た山羊肉のアピール点を小澤は、①高

蛋白質で低カロリー(低脂肪)であること、②脂肪中の

飽和脂肪酸が少ないこと、③鉄分の補給源として有効

なこと、④他の食肉(特に牛肉）の代わりに山羊肉を使

用した場合、大幅にカロリーが軽減できること、と提

言している'4)。筆者は第６回全国山羊サミットin水戸

に参加した際、ブラジルから出稼ぎに来ていた日系の

方から直接聞いた話であるが、牛肉を多食するブラジ

ルでは生活習,慣病が社会問題化しており、代替食肉と

して山羊肉が静かなブームを呼んでいるとのことだっ

た。

このように栄養面からみて、優れた食肉にもかかわ

らず、広く普及しない山羊肉の販路拡大が大きな課題

である。多良間島は四方海に囲まれ、ミネラルを多く

含む潮風を受けた野草が豊富にある。例えばセイヨウ

タンポポ、タチアワユキセンダングサ（本島ではサシ

グサ、宮古ではムツウサ、多良間ではマゾムンバイ)、

ヨモギ、インドヨメナ等は薬草、食用、飼料として活

４．２事業規模および予算

たらまピンダ島興し事業は２年継続事業で初年度・

2005年度事業費は山羊の素畜導入費を含め、約2,800万

円となっている。2006年度は約800万円となっている。

山羊は現在のところ徳用家畜として位置づけられてい

る。そのため畜舎建設や素畜導入について畜産関係の

制度資金は利用できない。2006年度からは、基盤整備、

畜舎建設、素畜導入、屠畜場・加工場建設にともなう
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用されている(5)。薬草を餌として育ったたらまピンダ

を健康食としてアピールすることは有効である。また、

現在は島内でウコン（ターメリック）は栽培されてな

いが、健康食品として需要が高い商品である。山羊肉

加工品として「山羊肉カレー」の缶詰、レトルトパッ

クは有望である。島内産のウコン入りカレーはさらに

付加価値がつく。カレーは子ども達の大好物でもあり、

学校給食でも山羊肉カレーは期待できる商品である。

地産地消のモデルになる可能性が大きい。レトルトカ

レーは多良間空港を始め、宮古空港、那覇空港、国際

通り等で土産品としても期待できる。

販路拡張の－方策として、那覇空港、国際通りに事

業主体直営の「たらまピンダ｣や「多良間牛」を前面に

押し出した、明るくて入ってみたくなるような「ふる

さと料理店」の開設を強く要望する。県観光商工部に

よると2005年に沖縄を訪れた観光客数は550万100人、

観光客が県内で消費した総額は4,061億2,500万円に上

ると述べている。観光の目的の一つに食文化に触れる

ことがあげられるが、残念ながら那覇空港や国際通り

に山羊料理店がない。訪れる観光客の１割が山羊料理

を試食するだけで販路は大きく広がる。可能性を秘め

た事業である。また、店の一角に士産品コーナーを設

置し、山羊乳・山羊肉製品、その他の山羊グッズを販

売することにより、経営の一助となる。

山羊肉の加工品や枝肉販売を促進するためには、島

内の屠畜場は必要である。屠畜場がないと山羊１頭を

宮古島まで運搬し、検査終了後に引き取らなければな

らない。そのための費用や労力は経営的に大きな負担

となる。屠畜場には一般と簡易の２種類がある。山羊

は９頭まで屠殺でき、構造設備も一般屠畜場に比ぺて

規制が緩やかな簡易屠畜場で十分対応可能である。但

し、衛生管理者や作業衛生責任者の養成・確保は必要

となる。また、設備投資にかかる返済計画は山羊の生

産頭数と屠殺頭数との関連や１日当たりの屠殺頭数の

見込み等を十分に検討する必要がある。

一方、多良間村内の肉用山羊は島内で、近親交配を重

ねてきた結果、一般的に小柄である。屠畜場使用料、

解体手数料、検査手数料は個体の大小を問わず同一料

金である。また、枝肉歩留まりは、日本ザーネン種で

49.0％、肉用在来種で46.0％、精肉歩留まりもそれぞれ

31.1％、28.1％で、いずれも日本ザーネン種が勝ってい

る。しかし、骨、脂肪の割合は日本ザーネン種が多い

傾向にある。山羊の特徴として筋肉量が後躯よりも前

駆に多く、特に首周りの肉が多い(`)。このことから今

後肉用山羊の改良のためには、1999年に米国から導入

した肉用ボア－種の導入が望まれる。ポアー種の特徴

として地勢や気候に適応性が高く、連産性に優れ10年

以上にわたり出産を持続する能力を持っている。どっ

しりとした大きな体型で、脂肪が少なく、成長率や性

成熟に達する早さや多産能力に優れており、米国を始

め世界的に山羊の改良のために他の品種との交配にボ

ア一種が用いられている(7)。

４．４乳用山羊

乳用山羊は多良間村内にいないので、中城村内のＨ

牧場もしくは県外から移入することになろう。予算の

目処が立てば海外からアフリカ原産のヌビアン種等の

導入も考えられる。その理由として、スイス原産のザ

ーネン種、アルパイン種、トッゲンブルグ種は乳量は

多いが、乳脂肪分が少ない。乳等省令によれば山羊乳

の乳脂肪分は3.6パーセントになっている。しかし、夏

期には全国的に基準値を下回る結果になっている。そ

のため、「山羊乳」として販売することが困難となる。

この課題解決のためにはヌビアン種の導入は不可欠と

思われる。

また、新城らの報告(8)では、日本ザーネン種本土集

団の分娩季節は３～４月が最も多く約79％、沖縄集団

においても同様に３～４月が最も多かった（約57％)。

一方、沖縄肉用山羊の分娩は２～３月が最も多く（約

34％)、その後は徐々に減少し、７～８月には低くなる

が（３～６％)、１１月から再び増加し、広がりのある繁

殖季節を有していることを示している。このように本

土と沖縄では分娩時期はやや異なる。多良間島におけ

る分娩時期の報告はない。周年繁殖に近い結果になる
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と那覇市内への「ふるざと料理店」の出店は重要課題

である。

ことが予想されるが、乳脂率や周年繁殖等のことを考

慮すると、欧州系の山羊よりもアフリカ系のヌビアン

種の導入が得策と思われる。

先進地であるニュージーランドの年間搾乳量は600

kgであり(9)、これは農林水産省が平成22年(2010年）度

目標値として設定している560kgを上回っている。つ

まり日本における乳用山羊改良は国際的には二歩も三

歩もその後塵を拝していると言わざるを得ないと小澤

は報告している(１０)。

また、中西らは山羊乳の消費拡大を図る目的で、ル

ーサンヘイキューブと稲ワラ＋配合飼料を山羊に給与

した場合の乳成分と風味を比較した結果、ルーサンヘ

イキューブを給与した山羊乳については、稲ワラ＋配

合飼料を給与したものと比べてカブリン酸（山羊乳の

匂いの素）の割合が高かったものの、匂いは少ないこ

とが示きれたことを報告している('１)。このことから山

羊牧場における給与飼料の検討は重要である。

乳製品の安定供給は市場における最重要課題である。

乳量・成分とも希薄になる夏場対策、台風時における

航空機の欠航、適切な商品開発と販路の確保、経営技

術・コストに係る問題等クリアーすべき課題は多い。

４．６観光・リゾート

肉用、乳用山羊の経営のみでの島興しは課題が多す

ぎる。観光・リゾートとのリンクは必要不可欠である。

山羊は、愛らしく、人なつっこいため、子ども達の人

気が高く、保育園や小学校の教材として、命を大切に

する教育に取り入れられている。山羊は日本人の体格

にもあっており、お年寄り、女'性や子供など誰にでも

飼える家畜であり、一般市民からの関心も高くなって

いる('2)。このように万人に愛され、人に危害を加えな

い山羊はアニマルセラピー(動物介在療法）に利用きれ

ている。体験滞在型観光の宿泊施設は山羊牧場に隣接

した場所に設置し、山羊と触れあいができるようにす

る。給餌、畜舎掃除、山羊のブラッシング、搾乳、分

娩手伝い、哺乳など命の大切さを直に体験することが

できる。搾乳した乳でアイスクリームやチーズや石鹸

作りの体験もできる。これは不登校や引きこもりの子

供たちに居場所を提供することと併せて、山羊との触

れ合いによって早期に回復きせる可能性を秘めている。

旧多良間空港跡地の滑走路はコンクリートで舗装さ

れ、集水路として価値ある利用法であるが、ざらに有

機的な利用法として最近注目されている「ブローカー

ト」がある。ブローカートとは、ヨットの陸上版のよ

うなもので、３輪のカートにセール(帆)をつけた乗り

物で、このセールに風を受けてビーチの砂浜や広い大

地で風を操り、ぎわやかに駆け抜ける新しいスポーツ

である。この－番の魅力はエンジン等を一切使わずに、

風力のみで自由自在に走ることである。環境にも優し

いエコロジースポーツである。組み立ても10分で完了

し、コンパクトで持ち運びが楽で、操作も簡単である。

体力や難しい技術を必要としないため、幼い子供から

高齢者、障害者の型まで誰でも短時間で乗れ、気軽に

楽しめる。多良間島は年間を通して温暖な気候で、海

から吹<暖かい海風がブローカートを走らせるのに一

番の好条件である。県大会や全国大会も夢ではなく、

４．５肉用牛

人口約1,300人(2000年）に対し、肉用牛はおよそ1.7

倍の2,260頭余(2004年）も飼養されており、基幹作目

となっている。それを島興しに利用するのも一つの方

法である。１日空港ターミナルビルは優良牛増頭のため

の受精卵移植室としての計画がある。現在、島内で生

産された子牛や成牛は本土や沖縄本島の購買者によっ

て島外へ搬出されている。石垣牛のように島内消費が

できないため、多良間牛の銘柄確立は大幅に立ち遅れ

ている。屠畜場設置は島内消費を高めると共に真空パ

ックや冷凍技術等の導入により、県内外への通信販売

等新たな産業創出の可能性を秘めている。また、先述

したとおり那覇空港や国際通りに「ふるさと料理店」

で山羊料理と共に多良間牛を売り出すことも可能とな

り、相乗効果が期待できる。島内における屠畜場建設
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将来、多良間島から世界チャンピオンが輩出される日

も近い。島興しの新しい観光の目玉として活躍が期待

できる('3)。

また、滑走路の一部をスケートボードリンクやロー

ラースケートリンクにすれば、子ども達の遊び場とし

て、体育教育の一環として活用できる。ブローカート

とともに島の子ども達や長期滞在者にとって有意義な

プログラムとして喜ばれる施設となる。

体験学習は山羊の他にも、乗馬(宮古馬)、多良間民

謡、三線、民話等の他、シーズンであればサトウキビ

収穫、黒糖作り、豆腐作り、釣り、カヌー、ダイビン

グ等が考えられる。

近年、花粉症で悩んでいる都会人は多い。多良間島

には杉はないのでその心配はない。癒しの島として全

国にアピールすることができる。牛乳に対しアレルギ

ー反応を示す人でも約75％は山羊乳に反応しないとい

われており(Ｗ、アレルギーやアトピーに悩む保護者に

とって癒しの島になる可能性は高い。近年宮古島のタ

チアワユキセンダングサ(サシグサ)が、アトピー性皮

膚炎、花粉症、口内炎、膠原病、糖尿病、リュウマチ

等21種の病気で症状改善が報告され性目されている('５１。

その活用方法によっては島の救世主になる可能性があ

る。島にはサシグサは無尽蔵にある。健康サービスと

観光を組み合わせた産業振興は大きな可能性を秘めて

いる。高齢社会を迎えた我が国には時間と金に余裕の

ある人は多い。スローライフを体験できる島として、

お年寄りを積極的に誘致することも可能である。

－トをまぶすことにより、山羊の糞そっくりになる。

甘味は豊富にある黒糖を使う。ネーミングは皆で考え

よう。例えば「ピンダの糞｣。ピーナツの葉は山羊の好

物である。サトウキビや黒糖はふんだんにある。島に

ないのは酒であるが、山羊料理や山羊チーズには酒は

欠かせない。「たらまピンダ」の銘柄はなかなかしゃれ

ている。「たらまピンダ」をブランド化することが計画

の中で躯われているが、残念ながら島内に住むＡ氏よ

って、「たらまピンダ」は商標登録済みとなっている

(但し山羊肉に関してのみ)。サトウキビからはラム酒

ができる。黒糖からは黒糖焼酎ができる。原料は大量

にあるので一考の価値はあろう。困難であれば多良川

酒造と業務提携し、ラベルを「たらまピンダ」にして

発売することも可能であろう。酒と山羊肉製品・山羊

乳製品の詰め合わせセットは歳暮や中元の贈答品とし

て、空港等での土産品や特産品として売り出せる。ま

た、バガスの有効利用は琉球大学との連携で価値の高

い製品化の可能性がある。

たらまピンダをプリントしたＴシャツやかりゆしウ

エアーを開発したらまピンダの名を全県および全国

へ発信する。その他にも陶器の山羊、琉球ガラスの山

羊、琉球松等の島内産資材を使った山羊の木彫り、山

羊の縫いぐるみ、山羊のキーホルダー・ペンダント等

新しいお土産品を開発することにより、村内の産業創

出が可能である。

島の周囲は珊瑚礁の美しい海に囲まれ、豊かな海の

幸を育んでいるのにかかわらず、流通経路や加工施設

の未整備のため漁業は遅れている。獲れた魚をカマポ

コ等の加工品にして、宮古空港、那覇空港、那覇市内

の「ふるさと料理店」で、販売することにより新たな

産業の展開が期待できる。

４．７他の産業の創出

山羊カレーで述べたが、カレーにはウッチン（ター

メリック)、ショウガ、ニンニク、タマネギ、ジャガイ

モ、ニンジン等が必要である。これらの農産物は島で

栽培可能である。山羊は良質の堆肥を生産する。有機

肥料栽培の島内産野菜として付加価値が付く。ニンジ

ン、ジャガイモの葉は良質の飼料となる。島の特産品

である紅花の付加価値も高くなる。

ピーナツは山羊の糞状をしている。これにチヨコレ

５．あとがきにかえて

山羊という家畜を利用した島興しには夢があり、ロ

マンがある。しかし、ロマンや夢だけで島興しは難し

い。村民を中心に関係者が知恵を出し合い、成功させ

なければならない。
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にしたい。また、カレーやシチュー、マリネ等の新し

い山羊料理の創出も必要である。

また、ヒージャー賛歌の歌詞を公募し、島歌のプロ

に作曲を依頼し、放送で山羊文化の普及促進を図る。

このような事業は肩の力を抜いて、リラックスした中

からいいアイデアは浮かんでくる。某ビールのコマー

シャルソングは明るい歌いやすいメロディーのため、

結婚式でも盛んに歌われている。ヒージャー賛歌も結

婚式場で歌われるようになることが筆者の夢である。

三人寄れば文殊の知恵の諺通り、アイデアを多くの

方々に募ることにより、さらにいいアイデアが浮かん

でこよう。

ざる、２月２２日に那覇市内のホテルで開催きれた

｢たらまピンダのレシピを味わう交流会」で、水士里ネ

ットおきなわのＹ氏が、毎年２月22日を「たらまピン

ダの日」に制定する提案を行った。山羊に感謝すると

ともに、山羊料理を賞味する日にし、メディアを通し

て「山羊の日」の普及を図ることは意義深いことであ

る。

筆者は(社)沖縄県対米請求権事業協会から平成15年

度地域振興助成事業の助成を受け、台湾、韓国、ベト

ナム、フィリピン、インドネシア等アジアの国々の山

羊料理を食べ歩いてきた経験から、沖縄にアジアの山

羊料理を一堂に会した屋台村構想を提言した。これら

の国々では恒常的に山羊料理が食せられており、街中

で山羊料理店をよく見かける。インドネシアやマレー

シアではカンビン・サテと呼ばれる串刺しのいわゆる

山羊肉のヤキトリが道路脇の屋台で親しまれている。

これは我が国の居酒屋のヤキトリと寸分違わない作り

方と味付けで、泡盛やビールと相性が良く県民に受け

ること確実である。そのほかにも山羊肉入りの焼きそ

ば(カンビン・ミーゴレン）や焼きめし（カンビン・ナ

シゴレン）がポピュラーである。台湾、韓国、ベトナ

ムの山羊肉の鍋料理はとても美味しく、老若男女誰に

でも喜ばれる人気のメニューである。フィリピンの力

ルデイレーターやアドポは山羊肉の煮込みで子どもも

喜んで食べる料理である。このようにバラエティーに

富んだアジアの国々の山羊料理を紹介する場が欲しい。

国際交流の場にもなる。

今の沖縄の山羊料理店は暗いうえに臭くて、若者や

女性が入りづらい雰囲気がある。これをファストフー

ド店並の明るい雰囲気に改善したい。そうなるとアベ

ックや観光客も寄ってくる。伝統的な山羊汁、刺身、

チーイリチャーの量を少なくし、セットで500円程度の

価格に設定する。残しても損した気分にさせない料金
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